











をアメデ・ムレ宛書簡 4)の中で「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」と題して韻文に
移し替え詩を構成しようとしているさまを観察した。
　この「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」には，さらに後の時期に書かれたと思わ
れるアメデ・ムレ宛の書簡の中で，同一の主題でこれに彫琢を加えた，「コブランスの思い出
(Souvenir de Coblence)」と，これにすぐ続けて書かれた「古い詩情　　同一主題 (L’Ancienne 
Poésie　　Même Sujet)」という二つのバージョンが見られる。小論ではこの 2 篇の詩について
精査し，先に見た「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」とはどのような点が異なって
いるのか，またその彫琢の軌跡はどのようなものであるかについて観察してみることから始め
たい。









Ô voyageur français au pays allemand
Si, comme je l’ai fait, tu passes à Coblence,
En chemin il faudrait t’arrêter un moment,












5 － 315 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
La tombe sur laquelle un sol ennemi pèse
N’est pas un monument ancien
Oui, va ! tu trouveras cette terre française
Au champ de manœuvre prussien ?
………………………………………………
Là-bas sont austères des prisonniers français,
Là-bas, tout près du bruit des armes
Je suis allé prier, Coblence, tu le sais,
Sur ce pauvre tombeau sans larmes !
……………………………………………
Savent-ils seulement où trouver cette pierre.
Les amis de ces exilés ?
Pour offrir aux défunts leurs pleurs et leur prière
Du fond de leurs cœurs désolés ?
………………………………………………
Sur ce tombeau sans ﬂeurs je suis allé prier
Je pensais aux amis en France.
Qui les ont attendus si longtemps au foyer
Gardant une vaine espérance.
………………………………………………
Cette douleur d’hier, la mort l’a faite sienne
Morts... et comment ? Que peut savoir ?
De famine et de froid, d’une douleur ancienne,
Ou peut-être de désespoir ?
…………………………………………………
La manœuvre ! le bruit, les clairons, cris épais
Et c’est là qu’un Français repose !
Et l’on m’a dit : ce sont des prisonniers français,
Comme si c’était peu de chose
…………………………………………………
Quel clairon a sonné leur marche funéraire,
Et leur cortège, quel fut-il ?






























5 － 315 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
Ces soldats, enfant du péril
…………………………………………………
Mais le tombeau se tait et garde le secret
De toutes les douleurs passées,
Et j’appuyais mon front, que penser torturait
Contre les pierres glacées.
……………………………………………………
Ô les lâches ! c’est là leur dernière vengeance,
Dans le choix affreux du tombeau !
Pour vous, le cimetière, ô prisonniers de France,
Fut trop honorable et trop beau.
……………………………………………………
Comme ils ont dû penser à la France en mourant !
Et, dans leurs âmes éperdues 
Comme ils ont gardé le tableau déchirant
Des batailles bien perdues !
…………………………………………………
Sur le sol ennemi menés à coup de crosse,
Pour y mourir, tel fut leur sort,
Et comme leur exil dut leur sembler atroce,
Car c’était l’exil de la mort !
……………………………………………………
Ô voyageur français au pays allemand
Si, comme je l’ai fait, tu passes à Coblence
Et chemin il faudrait t’arrêter un moment,






























7 － 317 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
Coblenceとフランス語風に表記することで，「沈黙（silence）」と脚韻を構成することが可能に









出 (Souvenir de Coblentz)」では，第12詩節の2行目と4行目で，「ひととき (moment)」および「無
礼 (affront)」と脚韻すら構成できないまま，すなわち「弱点と不正確さ (leurs faiblesses et leurs 
incorrections)」8)を呈したままに置かれている。「ドイツの (allemand)」という形容詞は，もとの
散文でも，その1年後に書かれたと思われる韻文「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」
でも用いられていなかったもので，この詩を構成するにあたって，「コブレンツの思い出














　このことは，先に見た「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」では「私」が前面に出
ることはなく 11)，まずは一般的な主語である「人は (on)」で述べられることによって叙述性が


















単純な女性韻と男性韻の交代であった「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」と比べて，
より一層技巧の実験が進展しているものといえよう。具体的な脚韻を構成する単語は以下の通
りである。
1行目 2行目 3行目 4行目
第1詩節 allemand Coblence moment silence
第2詩節 pèse ancien française prussien
第3詩節 français, armes sais larmes 
第4詩節 pierre exilés prière désolés 
第5詩節 prier france foyer espérance
第6詩節 sienne savoir ancienne désespoir
第7詩節 épais repose français chose
第8詩節 funéraire il militaire péril
第9詩節 secret passées torturait glacées
第10詩節 vengeance tombeau France beau
第11詩節 mourant éperdues déchirant perdues
第12詩節 crosse sort atroce mort
第13詩節 allemand Coblence moment silence
　先に見た「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」における脚韻構成と比較してみると，
まず第 2 詩節の女性韻 pèse-française は，ここで見られる新しい組み合わせであり，先の詩に
は見られなかったものである。それに対して男性韻 ancien-prussien は，同じ組み合わせが先の
詩では第 1 詩節から見られる。確かにこの詩節で用いられている語彙は，「墓 (tombe)」「敵の
土地 (un sol ennemi)」「古い記念物ではない (N’est pas un monument ancien)」「このフランスの領
－ 318 －
富山大学人文学部紀要
9 － 319 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
土 (cette terre française)」「プロイセンの演習場 (champ de manœuvre prussien)」と，その組み合
わせに若干の変奏はあるものの，主題としては前作を受け継ぐものであることが見て取れる。
この第 2 詩節が先の詩と異なるところは，やはり 3 行目で，「そう，行きなさい，君は見い出




思い出 (Souvenir de Coblentz)」では，第3詩節の2行目と4行目で，採用されているものと同一
であるといえる。前作の「フランス人兵士 (soldats français)」はここでは「フランスの囚われ人
(prisonniers français)」と同一主題のもとで若干の変更を加えられているのみであるが，「神のみ




くに2行目の「そこに，武器の騒音のすぐ近くに (Là-bas, tout près du bruit des armes)」はそのま
ま変更なくここでも採用されている。この，第2詩節の冒頭2行は，「そこに」という視点の移
動の指示で始められており，このことも先の詩の書き出しを同じ効果を狙ったものといえよ
う。これに対して4行目は，「仮借ない哀れな墓である (Est un pauvre tombeau sans larmes)」と
意味上の句またがりになっているという「弱み」を克服して，「呵責にあの哀れな墓の上に (Sur 








































　第 6 詩節では，1 行目と 3 行目の女性韻が「自らのもの (sienne)」と「古い (ancienne)」で構
成されているが，これは前作「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」では見られないも
のである。これとは対照的に，2 行目と 4 行目の「知る (savoir)」と「絶望 (désespoir)」の男
性韻は，前作では，第 8 詩節の 2 行目と 4 行目で，「寒さによってはたまた絶望によって (De 




挙げるとすれば，ここでは，1 行目の「昨日の苦痛 (douleur d’hier)」と 3 行目の「古い苦痛 (douleur 
ancienne)」によって，過去の回顧という時間的な奥行きが醸し出されていることと，「死がそ
れをものとした (la mort l’a faite sienne)」という無生物主語の介入によって，死の擬人化が推し
－ 320 －
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Là-bas sur le champ de manœuvre,
Là-bas sur le terrain prussien
On peut voir la douloureuse œuvre
D’un combat maintenant ancien !
……………………………………………………
Là-bas, tout près du bruit des armes,
Des piétinements des chevaux,
Est un pauvre tombeau sans larmes...
C’est le plus triste des tombeaux...
……………………………………………………
Ce n’est qu’une petite pierre,
Là sont des prisonniers français,
Morts pendant la cruelle guerre...
Qu’enfin ils reposent en Paix !
Sans doute, morts sur cette plaine...
Morts... et comment ? Qui peut savoir ?
De froid, de famine, de haine,
Ou peut-être de désespoir.
……………………………………………………





















3 － 323 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
Morts sans le dernier secours
D’une voix, d’une main amie,
Voilà qu’ils dorment pour toujours.
……………………………………………………
Ils n’ont point revu la patrie !
Jamais ils ne la reverront...
Et près d’eux personne ne prie,
Hélas ! l’on passe, indifférent !
……………………………………………………
Comme si c’était peu de chose !
Ce sont des prisonniers français,
Dit-on, l’on regarde, morose,
Ce tombeau d’ennemis défaits...
……………………………………………………
Ô lâche et dernière vengeance
Que le bien de votre tombeau
Pour vous, ô prisonniers de France
Le cimetière était trop beau !
……………………………………………………
Ô mes frères ! hélas ! mes frères !
Tout ce que vous avez souffert
Des pleurs, les hontes, les misères
Enfouis toujours sous le sol vert !
　一見して分かるように，このすぐ前に置かれた，形式的にも内容的にも技巧を凝らした詩と
は異なり，この詩は全体がオクトシラブで書かれていて，脚韻の構成も1行目と3行目が女性韻，




























5 － 325 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
　まず第 1 詩節であるが，脚韻の構成も詩の内容も，また，「あそこに (Là-bas)」という読書
の視線を彼方に向かわせる構文の採用や，「人は (On)」という一般論を述べる非人称的な主語
の採用は，ほぼ前作の第 1 詩節と同一である。異なっているのは 4 行目のみであり，前作では
「古くはない戦いの (D’un combat qui n’est pas ancien)」であったところが，ここでは「今や昔の







　第 2 詩節で前作と異なっているのも，4 行目のみである。前作では「墓のうちでももっとも
悲痛な (le plus douloureux des tombeaux)」であったものが，「それは墓の中でも最も悲しいもの
(C’est le plus triste des tombeaux)」と，構文の変化を伴って表されている。すなわち，前作では
3 行目にある「墓」の言い換えとして 4 行目があるのに対して，ここでは 4 行目が独立した提
示の文となっているということである。このことによって，内容的には動詞が介入することに
よって脈絡がはっきりすると同時に，音韻的には子音 [s] を 2 回余計に登場させ，さらに「墓
場 (tombeaux)」という重要な中心概念に連なる子音 [t] も 2 回余計に響かせることに成功して
いる。小さな改変ではあるが，やはり前作から少しずつ改良の軌跡がうかがえるのはこのよう
な点においてである。
　第 3 詩節においても，改変されているのは 4 行目のみである。前作では「究極の安らぎのう
ちに眠る (Dormant dans la suprême paix)」と，2 行目で導入された「フランスの囚われ人」を主
語とする現在分詞構文に置かれていたものが，ここでは，「彼らがついには心安らかに眠るよ












5 － 325 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
　第5詩節は，前作の第5詩節と比べると，1行目と2行目の脚韻部ではない部分が変化してい
る。前作ではそれぞれ，「亡くなった，敵の地で亡くなった (Morts, morts en la terre ennemie)」「最
後の救済も受けられず亡くなった (Morts sans la suprême secours)」であったものが，ここでは，「こ
の敵地のさなかで死んだ (Morts dans cette terre ennemie)」「最後の救いもないままに死んだ (Morts 






前作では「哀れなフランスの子ら (pauvre fils de France)」であったものが，ここでは「フラン



























によって，ヴィヴィアンの処女詩集『習作と前奏曲 (Etudes et Préludes)』の中でひときわ異彩





学人文学紀要第 62 号』2015 年 2 月 269-285 頁を参照のこと。
2）すでに見たように，少女時代のヴィヴィアンは，「ヴィヴィアン」の筆名を未だ用いていなかったが，
ここでも便宜上この詩人を指すときはヴィヴィアンの呼称を用いることにする。
3）この散文はフランス国立図書館書誌番号 NAF26579 ～ 26581 の，いわゆる「ルネ・ヴィヴィアンの
手帳 (Carnets de Renée Vivien)」に収められているもののうち，1893 年にドイツのクロイツナッハで書
かれたと思われる手帳（NAF26580）の 39 頁に見られるものである。















16 歳の草稿から―」『日本フランス語フランス文学会中部支部論集』2014 年 12 月を参照のこと。
11）「コブレンツの思い出 (Souvenir de Coblentz)」において「私」がはっきりと姿を現すのは，詩の後半，
ルフランといってもよいほどほぼ同一の内容の繰り返しである第 9 詩節と最終詩節の 2 行目において，










7 － 327 －
詩の生成―ポーリーヌ・メアリ・ターン「コブレンツの思い出」をめぐって―　その２
14）一方少女ヴィヴィアンからアメデ・ムレに宛てられたこれらの書簡は，書簡をフランス国立図書館に
後年寄贈したマリー・シェルノーによれば，アメデ・ムレの死後その書斎の引き出しに秘蔵されていた
ものを発見したものであり，発見当時は幼馴染のポーリーヌが後年ルネ・ヴィヴィアンとなったことを
知らなかったのでそのままに過ごしていたが，後になってそれが判明し，研究の糧とするため寄贈を行
ったとの経緯であるらしい。このことは，書誌番号 NAF18192 のこの書簡集の冒頭に，マリー・シェ
ルノーの巻頭言として直筆で綴られている。
15）NAF18192, 53 頁表裏。
16）前作は「平原」「満ち満ちて」と品詞の異なる同音の語であったものが，ここでは同じ名詞の「平原」
と「憎しみ」となっている。ことなる品詞の組み合わせというバラエティは犠牲にして，音的な平板さ
を回避する工夫が凝らされているものといえよう。

